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２０１６年２月期以降の配当方針変更及び 

同期配当予想（普通配当、記念配当）に関するお知らせ 
 

当社は、2015年4月8日開催の当社取締役会において、2016年2月期以降の配当方針変更及び同期配当予想（普

通配当、記念配当）につき、下記のとおり決議いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

 このたび、当社は、これまでの中期経営計画期間中、業績が堅調に推移するとともに財務基盤も安定したことを踏まえ、

株主の皆様への利益還元の更なる充実を図るために、2016年2月期以降の配当につき、『配当性向５０％以上』を目標

とすることを決議いたしました。 

 また、本年は会社創立30周年を迎えることから、株主の皆さまの暖かいご支援に感謝の意を表し、記念配当を実施す

ることも併せて決議いたしました。 

この決議に基づき 2016年 2月期配当は、1株当たり 16円（年間）の普通配当とするとともに、会社創立 30周年の記

念配当1株当たり 8円（年間）を加え、合計 24円（年間）とする予想であります。 

 

 当社は、株主の皆様に対する利益還元を最重要な経営政策の一つと考えております。 

 剰余金の配当は、中間配当および期末配当の年２回を基本方針とし、その決定機関は、中間配当が取締役会、期末

配当が株主総会であります。継続的に安定した利益配当を行うために、財務体質の強化を図るとともに、株主資本利益

率（ROE）を高め、１株当たりの純資産額の向上に努めております。また、一方で今後の事業展開のためには、内部留

保の拡充も重要な課題であると位置付けております。 

 当社は、これらを勘案しつつ業績等に応じた配当を基本としております。 

 なお、2015年 2月期配当においても、昨年度期初予想の通り 2014年 2月期に比べ、2円増配の年間 8円の予定で

す。 

 

 １株当たり配当金 

第 2四半期末 期末 合計 配当性向 
 円  銭 円  銭 円  銭 ％ 

２０１４年２月期 ３．００ ３．００ ６．００ ４４．１ 

２０１５年２月期 ４．００ ４．００ ８．００ ４０．４ 

２０１６年２月期 

（予想） 

１２．００ １２．００ ２４．００ 
９３．３ (普通配当 ８．００) (普通配当 ８．００) (普通配当 １６．００) 

(記念配当 ４．００) (記念配当 ４．００) (記念配当  ８．００) 

  ＊2015年2月期の期末配当金につきましては、2015年5月27日開催予定の定時株主総会に付議する予定です。 

 

 （注）上記予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の配当は、今後様々な要因により上記予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


